
（３ページ）

海老名秋田県人会・会報

。

市
内
で
温
泉
掘
削

成
功
す
る
か

小
田
急
電
鉄(
株)
が
海
老
名
駅
横
の
ビ

ナ
ガ
ー
デ
ン
ズ
パ
ー
チ
隣
で
、
温
泉
掘
削

を
進
め
て
い
る
。
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」
な
ど

の
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
た
事
業
で
７
月
か

ら
始
ま
っ
た
掘
削
は
深
さ
６
０
０
ｍ
に
達

し
た
。
１
１
月
ま
で
工
事
が
行
わ
れ
る
。

ビ
ナ
ガ
ー
デ
ン
ズ
は
２
０
１
９
年
と
２

０
年
に
３
１
階
建
て
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン

が
相
次
い
で
完
成
。
２
２
年
に
は
ビ
ナ
ガ

ー
デ
ン
ズ
パ
ー
チ
が
竣
工
し
た
。
温
泉
掘

削
の
現
場
は
そ
の
隣
に
あ
る
も
の
の
、
公

式
発
表
は
な
か
っ
た
。

同
社
に
よ
る
と
深
さ
１
５
０
０
メ
ー
ト

ル
の
掘
削
許
可
を
受
け
て
専
門
業
者
が
施

工
し
て
お
り
、
掘
削
し
た
穴
が
崩
れ
な
い

よ
う
に
金
属
の
パ
イ
プ
を
溶
接
で
つ
な
げ

な
が
ら
挿
入
し
て
い
る
。
深
さ
は
８
月
下

旬
に
６
０
０
メ
ー
ト
ル
に
到
達
。
今
後
も

掘
り
進
め
る
と
い
う
。

こ
の
事
業
は
ビ
ナ
ガ
ー
デ
ン
ズ
パ
ー
チ

の
コ
ン
セ
プ
ト
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」
な
ど
に

関
連
づ
け
、
地
域
の
価
値
を
高
め
よ
う
と

着
手
し
た
も
の
。
掘
削
の
途
上
と
い
う
事

も
あ
り
、
同
社
で
は
「
温
浴
施
設
に
な
る

か
ど
う
か
も
含
め
て
未
定
」
と
し
て
い
る
。

県
内
で
温
泉
と
い
え
ば
箱
根
や
厚
木
な

ど
が
知
ら
れ
る
が
、
火
山
の
熱
に
よ
る
温

泉
と
、
長
い
年
月
で
し
み
込
ん
だ
地
下
水

や
海
水
な
ど
が
地
温
で
温
め
ら
れ
る
温
泉

が
あ
る
。

県
温
泉
地
学
研
究
所
（
小
田
原
市
）
に

よ
る
と
「
お
お
む
ね
１
０
０
メ
ー
ト
ル
を

海

老

名

市 

の

話

題

掘
る
と
２
〜
３
度
ほ
ど
温
度
が
上
が
り
、

深
さ
に
も
よ
る
が
帯
水
層
や
岩
盤
の
亀

裂
な
ど
に
溜
ま
る
傾
向
に
あ
る
」
と
の

こ
と
。

同
研
究
所
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
１
５

０
０
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
で
４
０
〜
５
０

度
ほ
ど
の
温
度
に
な
り
、
汲
み
上
げ
ら

れ
る
ま
で
に
若
干
温
度
が
下
が
る
と
い

う
。
千
メ
ー
ト
ル
以
深
の
い
わ
ゆ
る
「

大
深
度
」
温
泉
は
近
隣
に
も
海
老
名
市

柏
ケ
谷
や
座
間
市
広
野
台
に
あ
り
、
民

間
温
浴
施
設
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
■

小
田
急
と
大
分
県
は

深
い
縁
？

◇
大
分
県
人
が
生
ん
だ
小
田
急

小
田
急
電
鉄
が
設
立
さ
れ
た
の
は
１
９

２
３
年
の
こ
と
。
そ
の
設
立
者
は
大
分
県

人
の
利
光
鶴
松
と
い
う
実
業
家
だ
っ
た
。

１
９
２
３
年
に
電
力
事
業
で
得
た
利
益
を

元
に
小
田
原
急
行
電
鉄
（
現
在
の
小
田
急

電
鉄
の
前
身
）
を
設
立
、
初
代
社
長
に
就

任
し
た
。

◇
新
東
京
の
新
た
な
観
光
・通
勤
路
線

小
田
急
は
１
９
２
７
年
に
新
宿−

小
田

原
の
小
田
原
線
全
線
、
１
９
２
９
年
に
は

江
ノ
島
線
の
全
線
を
開
通
さ
せ
る
。
当
時

の
首
都
圏
の
私
鉄
路
線
は
軌
道
線
（
路
面

電
車
）
や
軽
便
鉄
道
と
し
て
開
通
し
て
都

市
化
と
と
も
に
鉄
道
線
へ
と
衣
替
え
し
た

も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
小
田
急
は

当
初
か
ら
高
速
の
都
市
間
鉄
道
と
し
て
計

画
さ
れ
て
お
り
、
大
部
分
が
複
線
電
化
さ

れ
て
い
た
ほ
か
、
急
行
・
快
速
運
転
に
対

応
し
た
配
線
で
造
ら
れ
た
駅
が
多
か
っ
た
。

小
田
急
は
わ
ず
か
２
年
間
で
現
路
線
の

大
部
分
が
一
気
に
開
業
し
た
た
め
、
沿
線

は
新
東
京
の
新
た
な
観
光
・
通
勤
路
線
と

し
て
脚
光
を
浴
び
た
。

◇
大
分
県
人
が
成
長
さ
せ
た
小
田
急

戦
後
、
小
田
急
を
成
長
さ
せ
た
の
も
、

利
光
と
同
じ
大
分
県
人
の
安
藤
楢
六
だ
っ

た
。
小
田
急
電
鉄
は
１
９
４
２
年
に
東
横

電
鉄
な
ど
と
合
併
し
て
「
大
東
急
」
を
形

成
し
て
い
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

１
９
４
８
年
に
小
田
急
が
再
び
分
離
・
独

立
し
た
際
に
初
代
社
長
に
就
任
し
た
の
が

安
藤
だ
っ
た
。

安
藤
は
小
田
急
の
復
興
を
推
し
進
め
る

の
み
な
ら
ず
、
戦
後
の
発
展
の
な
か
で
更

な
る
多
角
経
営
化
を
図
り
、
小
田
急
を
成

長
軌
道
へ
と
乗
せ
た
。

海
老
名
市
め
ぐ
み
町
に
あ
る
小
田
急

電
鉄
の
博
物
館
「
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
で
、
７
月
１
７
日
か
ら
８

月
２
６
日
ま
で
、
大
分
県
や
Ｊ
Ｒ
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
た
。

期
間
中
は
「
温
泉×

特
急
で
サ
マ
ー

ト
リ
ッ
プ
し
よ
う
！
」
と
題
し
て
、
大

分
県
と
Ｊ
Ｒ
九
州
を
テ
ー
マ
と
し
た
ジ

オ
ラ
マ
の
設
置
や
大
分
県
特
産
の
柑
橘

類
「
か
ぼ
す
」
を
使
っ
た
サ
イ
エ
ン
ス

講
座
の
開
催
、
大
分
県
応
援
団
鳥
で
あ

る
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
め
じ
ろ
ん
」
の
来
館

な
ど
、
様
々
な
企
画
が
実
施
さ
れ
た
。

◇
現
在
で
も
人
気
の
観
光
ル
ー
ト
完
成

一
方
、
１
９
２
０
年
よ
り
箱
根
で
観

光
開
発
を
行
っ
て
い
た
西
武
グ
ル
ー
プ

は
１
９
４
７
年
に
小
田
急
（
当
時
は
大

東
急
）
傘
下
の
箱
根
登
山
鉄
道
と
開
発

競
争
で
争
い
も
起
き
た
が
、
そ
の
後
和

解
し
て
い
る
。
今
は
「
ロ
マ
ン
ス
カ
ー

＋
箱
根
登
山
鉄
道
＋
箱
根
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
＋
箱
根
観
光
船
」
の
観
光
ル
ー
ト
で

大
き
な
人
気
を
集
め
て
い
る
。

現
在
、
大
分
県
内
の
各
社
は
い
ず
れ

も
小
田
急
グ
ル
ー
プ
と
の
資
本
関
係
や

提
携
関
係
を
解
消
し
て
お
り
、
今
や
大

分
県
内
に
お
い
て
小
田
急
グ
ル
ー
プ
と

の
繋
が
り
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
関
連
グ

ル
ー
プ
の
関
係
が
深
ま
り
、
新
た
な
交

流
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。■

めじろん
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